
皆様、新年おめでとうございます。３学期、いつもの元気な声があふれ、うれしいスタートになり

ました。本年もよろしくお願いいたします。 

 年始めにあらためてうれしいご紹介をします。和歌山発祥で日頃お世話になっている企業であり、

郷土の幅広い分野に助成活動を行っている財団から、教育活動への援助として、待望だった図書費が

寄贈されました。和附特図書年間予算の３倍、ありがたいことです。早速、教職員が知恵を絞り、子

どもも大人も教職員も皆が楽しめて役にたつ書籍も選定しました。イラスト版「気持ちが伝わる言

葉」「こころのコミュニケーション」「友達関係に勇気と自信がつく」「こんなときこうする」等、

具体的な行動が実行できるように示されている本もあります。２階のパソコンが並んでいるオープン

ライブラリーの部屋の図書は、貸し出し可能です。貴重な財産が増えました。ご活用ください。 

絵やイラストや漫画は、手っ取り早く、物語の世界を子どもの心に引き寄せ広げてくれます。絵を

見ながら言葉をつなぎイメージをつくる助けになります。また、声を出して読むと、格別の味わいに

なります。子どもが言葉と出会うのは、聞くことから始まります。高い声、低い声、怖い声、明るい

声、癖のある声、どれもそれぞれに魅力的です。声色（こわいろ）からいろんなことを想像し、しあ

わせを感じ、情緒を安定させ、生きる力（意欲）へとつながると言われます。思い立った時でいいの

です。遅すぎることはありません。皆が集まる場所や子どもが手に取りやすい場所に本を置いておく

のも一つのきっかけになるでしょう。無理のない時間に、ほんの少しの時間でも、ぜひ親子で楽しん

でください。もう一人で読書している場合には、どんな本を読んでいるのかな、どんなことに興味を

もっているのかなと、家族の皆さん、時々気にしてみてください。きっと成長を実感できます。 

 あと３か月で現在の学年は終わります。今の瞬間は二度と体験できません。学校でも家庭でも地域

でも協同一貫して児童生徒の力をつけていくことができるよう、今この時間を大切に、一年の総仕上

げのご協力をよろしくお願いいたします。 

校 長   赤松 純子 

 

 

 

○お知らせ 

 ・12 日(日)に本校体育館で『ふよう会成人式』が行われます。今回の対象者は、平成 23 年度の卒業

生で 10 名が新たに成人の仲間入りをします。たくさんの方に祝福されて温かい式になることと思い

ます。 

・18 日(土)、土曜日の取り組みで講演・体験学習『家庭で実践！災害への備え』があります。今回は

小学部の保護者が中心となって運営していただきます。震災に備えて家族で取り組んでいくことは

とても大切なことです。体験活動も含んだ内容になっていますのでふるってご参加ください。 

 ・20 日(月)の授業参観後、個別の教育支援計画の様式変更に関して保護者説明会を予定しています。

今回の改訂は、学校と家庭とのさらなる連携強化と内容の充実、活用の促進を目指したものです。

説明会の参加どうぞよろしくお願いします。 

 ・31日(金)は、研究会のため下校時間が13:30となっています。ご協力よろしくお願いします。 

 ・１月より３月末にかけて、屋上避難場所設置に向けての防災対策工事が始まります。工事の詳細が

決定しましたらお知らせいたします。迷惑をおかけしますが、ご協力・ご理解のほどよろしくお願

いします。 

○1月の予定 

８日（水）始業式（下校13:30）    
９日（木）新年の会（中） 

 10日（金）身長・体重測定（高F）  
12日（日）ふよう会成人式 
14日（火）身長・体重測定 (小)(中) 
15日（水）身長・体重測定 (高Ｓ) 
18 日（土）土曜日の取り組み『家庭で実践！災害へ

の備え』 
20 日（月）参観日・制服採寸・個別の教育支援計画

説明会 

22日（水）現場実習（中3）～24日 
23日（木）熊野古道ウォーク(高Ｓ) 
24日（金）漢字検定（高） 

 27日（月）全校集会（生徒会） 

29日（水）入学予定者説明会・制服採寸  

31日（金）公開研究授業のため13:30下校  
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